
2011 年度 経済統計学会賞 選考結果報告 
学会賞選考委員会は，2011 年度学会賞を以下のように選考しましたので報告いたします。 

 
受賞者： 
岩井浩会員 
 
選考対象著書： 
岩井浩『雇⽤・失業指標と不安定就業の研究』関⻄⼤学出版部，2010 年 3 ⽉ 
 

本著作は，岩井浩会員が前著『労働⼒・雇⽤・失業統計の国際的展開』（1992 年）以降
に追求してきた労働統計に関する諸論⽂をまとめた労作で，第 I 部「請求者登録の⽣成と
特性，失業代替指標」と第 II 部「現代の失業代替指標と失業・不安定就業」という２つか
ら構成されている。 

１．本著作の意義 

（１）本著作のもつ視⾓の意義 
統計研究には，(1)統計そのものが社会的⽣産物であるという理解のもとに，統計とその

統計が成⽴・存続している基盤としての社会との関わりを明らかにする側⾯と，(2)作成さ
れた統計によって社会問題に⾁薄しようとする側⾯の⼆つがある。両者は相互規定的であ
るものの，雇⽤問題に関する諸研究では(2)を主眼とするものが多い。本著作では，雇⽤・
失業統計と不安定就業に焦点をあてて，上記の⼆領域をともにカバーしている点に⼤きな
意義がある。 
 
（２）統計を社会的⽣産物として把握した意義 

失業・雇⽤統計としては，イギリス起源の業務統計としての失業登録統計とアメリカ起
源の調査統計としての労働⼒調査という国際的な標準となっている⼆つの系列があり，ど
ちらも当時の失業救済政策の⼀環として⽣まれた特徴を持っている。著者の前著がアメリ
カ起源の労働⼒調査を取り上げたのに対して，本著作では，19 世紀後半からの労働組合の
失業給付事業を起源とし，失業救済と失業労働者法（1905 年），職業紹介所法（1909 年）
を経て，失業保険法（1911 年）にいたる過程を述べることによって，イギリスの失業登録
統計（請求者登録統計）の成⽴過程を考察している。その結果，失業保険法の失業保険給
付の諸条件の規定にもとづいて作り出された失業の基本的概念である無職、求職、就業可
能という 3 要件が，その後も国際的に継承されていることを明らかにしている点に⼤きな
意義がある。 



また，公表失業率は短期の就業状況を⽰す労働⼒調査を使⽤して作成されているなど，
公表失業率だけでは覆い尽くせない雇⽤問題が多数存在することは広く知られている。た
とえば，労働意欲喪失による⾮労働⼒化を⽰す潜在的失業，失業にまでは⾄らないが時間
的・期間的に短期の就業である不安定就業，不安定就業と密接に関連している貧困との関
連を問題にする半就業などである。本著作では，国際的な労働⼒調査に対する批判とそこ
での議論のなかから失業の代替指標（U 指標）や半就業指標が提唱されてきた過程を，当
時の研究を検討することによって詳細に考察している点が注⽬される。 
 
（３）統計によって雇⽤問題を把握した意義 

⽇本における失業の代替指標（U 指標）を試算するとともに，それだけでは把握できな
い不安定就業などの雇⽤問題を，労働⼒特別調査や就業構造基本調査を⽤いることによっ
て明らかにしている。また，就業構造基本調査のミクロデータを利⽤することによって半
就業としての「ワーキングプア」の分析を⾏い，⽇英の⽐較を⾏っている。なお，著者は
「ワーキングプア」を狭義のワーキングプア（就労貧困者）だけでなく、求職失業者をも
含むものとして概念規定している点が注⽬される。 

以上のように本著作は、雇⽤・失業指標と不安定就業に関する統計や統計指標が形成さ
れる過程を当時の研究論⽂を渉猟することによって明らかにしているとともに，近年進ん
できたミクロデータも含めて⽇本の雇⽤問題を体系的・構造的に把握しており，雇⽤・失
業指標と不安定就業の統計的把握を前進させている。 

２．残された課題 

公表失業者（率）として雇⽤問題が顕在化していた時代から，次第に不完全就業や半就
業が問題とされてきたように，雇⽤問題は社会の変化に伴って変化している。本著作の研
究対象外であるものの，それらの雇⽤問題を⽣み出した社会構造に対する分析が不⼗分で
あるように思われる。たとえば，「ワーキングプア」は雇⽤期間・時間だけではなく所得も
加味した概念であり，雇⽤問題を労働者個⼈ではなく世帯（労働者の再⽣産単位）の問題
として把握することを迫っている。そのためには，世帯や家族の変容と雇⽤の関連につい
ての理論的な把握とそのために必要な統計の検討が必要となるであろう。また，貧困を問
題とする限り，雇⽤関係だけでなく⾃営業者に関する本格的な統計的研究も必要となる。
これらは，著者のみならず本学会の取り組むべき課題でもある。 

３．選考結果  

本学会の特徴の⼀つは，政府によって作成・公表される統計資料を社会科学研究に利⽤
するだけではなく，統計が社会的⽣産物であることに着⽬して，統計の作成される過程そ
のものを研究対象としてきたことである。最近では欧⽶で注⽬された統計指標を⽇本の既



存統計の組み替えで⽰すことによって現代⽇本の雇⽤問題に迫る研究が多く⾒られるが，
本研究はそれらの統計指標の背景をも⽰している点で経済統計学会らしい業績といえる。 

以上のような理由から、学会賞選考委員会は本著作に対して 2011 年度経済統計学会賞を
授与することにした。 
 

2011 年 9 ⽉ 13 ⽇ 
学会賞選考委員会 

 
  




